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議会だよりライブラリーで過去の
議会だよりも見ることができます

表紙写真｜
元気、笑顔、躍動の運動会！
子どもたちのがんばる姿がまぶしい運動会。
観覧人数の制限がありましたが、子どもたち
の元気な声がグラウンド中に響きました。
（南小学校）
撮影者：議会だより編集委員会
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特
集 
決
算
か
ら
課
題
を
見
え
る
化
！

■
検
証
か
ら
提
案
へ
９
月
定
例
会
は
「
決
算
議
会
」
と
も
言
わ
れ
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
前
年
度
の
決
算
審
査

と
事
務
事
業
評
価
を
行
い
ま
す
。
決
算
の
検
証
経
過
と
、次
年
度
に
向
け
た
課
題
を
探
り
ま
し
た
。

　令和２年度決算は、歳入・歳出ともに過去最大規模となりました。
　歳入では、人口が減少するなかでのコロナ禍の影響もあり市税は減っ
ており、歳出では国からの交付金（コロナ対策）などで決算上の数字は
大きいものの地域にお金が有効に回っているのか検証が必要です。
　一方で、財政状況の目安としている諸指数等は基準の範囲内に収まっ
ているものの、悪化の傾向を示しており今後の成り行きを注視してい
く必要があります。
　人口減少、少子高齢化、コロナ禍による経済の停滞など経済情勢は
不透明な状況が予想されます。自主財源の確保策をはじめ国県支出金
の活用などによる財源確保が課題です。

介護予防、ニーズに応じたサービスを

通所型介護予防事業は、運動機能の維持を図り、
介護予防を目的とした運動教室を実施している。

委員会審査

問　トレーニングマシーンを使った筋力
トレーニングを希望する市民の声は
非常に多い。場所などを増やすこと
はできないか。

答　市民からの要望が高い事業というこ
とは認識している。今後、今あるト
レーニングマシンを活用して市が委
託等で行うのか、需要にこたえられ
る施策を早急に検討をする。

　　　　提案

マシーンによる筋力トレーニング事
業は市民からの要望も強く、高齢者
の介護予防においても重要な事業。
現在の事業を整理するとともに、要
望に応えられるよう取り組みを強化
されたい。

環境調査の成果は出ているか

環境調査事業は環境に悪影響を及ぼす恐れのあ
る事業所などの調査を行い、改善、解決に向け
た指導、助言を行う事業。

委員会審査

問　費用をかけ臭気測定を実施している
が、費用対効果は出てきているか。

答　近年、市への苦情は減少している。
臭気指数測定についても、今年度は
基準値内で収まっている。ただし、
苦情や問題があれば業者に対し改善
の要望をおこなっていく。

　　　　提案

臭気測定を長年実施しているが悪臭
は解消されていない。測定場所の変
更も検討されたい。

除雪路線はニーズに沿った見直しを

委員会審査

問　市道でない道、民間の業者が開発し
たような道でも、除雪が求められて
いるが。

答　個人・民間の土地ということで、市
の税金を使って除雪をするのは難し
いが、今後検討していきたい。

　　　　提案

高齢化が進む中、冬季の暮らしを守
るため、市民ニーズに応じた除雪体
制の見直しを図られたい。

財政状況はどうか？
■悪化している数値もありますが、おおむね健全財政を維持。議会とし
ては、今後も数値の変化に注視していきます。

項　目 ２年度 元年度 30年度

財政力指数
１.00に近いほど財政力が高い

0.45 0.44 0.44

経常収支比率
財政に占める人件費などの経常経費。
高いほど財政の自由度が低い

94.1％ 91.2％ 88.9％

実質公債費比率
通常見込まれる収入に占める
借金返済額の割合

7.7％ 7.1％ 7.3％

一般会計　歳入　２０５億円余
　　　　　歳出　１９７億円余
特別会計　歳入　 ３６億円余
　　　　　歳出　 ３５億円余

令和 2 年度
決算額は過去最大

財源確保が課題

令和２年度決算審査特別委員会報告

健康くらし

○

△
△

美麻　梨嶺で行われている筋トレ講座
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受診控えからの回復に向けて　

委員会審査

問　コロナ禍の受診控えということもあ
るが、入院・外来患者共に減少して
いる。コロナ収束時に利用者が戻る
か心配であるが。

答　市民が不安なく受診できる環境づく
りに取り組む。

　　　　提案

医業外収益における国・県からの補
助金により、病院事業収益全体での
減収は抑えられているが、利用者を
どう増やすかは重要な課題。専門医
の確保に努めるとともに、医業収益
の増収に向け取り組まれたい。

仁科三湖の魅力を生かせ

委員会審査

問　ゆーぷるのプール棟、コロナで利用
者が減少している。今後どうするのか。

答　老朽化が進んでいるが、健康増進や
観光の部分でも必要な施設なので、
修繕しながら維持していきたい。た
だし多額な費用がかかる場合は、方
向性を検討する。

問　冬季のキャンプ場利用者が増加して
いるが、トイレは凍結防止のため使
用不可。使えるようにできないか。

答　現状を見直し対応を図りたい。

　　　　提案

老朽化するゆ～ぷる木崎湖の方向性
を示すべき。また木崎湖キャンプ場
の公衆トイレは冬のキャンプ場利用
も増えているため、冬季の開放・管
理についても検討されたい。

美麻地域の振興を推進

美麻地域の課題解決に向け、自主的な取り組み
を推進し、地域環境整備を行っている。

委員会審査

問　国が進める「小さな拠点」づくりにつ
いて、美麻はどう取り組むのか。

答　情報のインフラが整ってきている今、
小さな拠点をネットワークでつなぐ
という考えに基づいて地域を形成し
ていきたい。

　　　　提案

安心安全な暮らしを支えるため、高
齢者へのICT活用支援を積極的に進
められたい。

空き家問題の解決策は
移住相談や移住者支援の一環として、物件情報
の提供を行っている。昨年度実績は、物件登録
20件、成約件数14件。

委員会審査

問　空き家調査の結果、中心市街地
1,578戸のうち空き家は276戸。バ
ンク登録を推進する策は。

答　空き家所有者は、家財が片付けば貸
してもいいという意見が多い。今年
度片付けを考慮する制度をスタート
させた。

　　　　提案

空き家バンクの登録推進を積極的に
進め、移住定住につながるよう取り
組まれたい。

生け垣緑化で危険箇所減を

減災のため、ブロック塀の撤去、生け垣設置の
費用を補助する。昨年度実績は予算50万円の
範囲内で３件実施。

委員会審査

問　市内のブロック塀の危険個所はどの
くらいあるのか。

答　総数は把握していないが、通学路に
おいては点検実施済み。

　　　　提案

通学路の危険ブロック塀の撤去は児
童生徒の安全に極めて重要。速やかに
調査点検し、安全確保に努められたい。

消防団の組織強化に支援

委員会審査

問　団員確保のための昨年度の取組みは。

答　取組みのひとつ「消防フェスタ」はコ
ロナのため中止。団員の減少で、団
の再編成なども検討中。

問　再編成し定数を減らすと弱体化が危
惧されるが。

答　今の消防力を維持し、より機動的な
組織となるよう団で検討中である。

　　　　提案

近年災害が激甚化しており、消防団の
重要性は増している。機能別団員の充
実、組織の見直し、団員が活動しやす
い環境づくりにさらに取り組まれたい。

令和２年度決算審査特別委員会報告

まちづくり 病院観光 防災・安全
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
代
表
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
が
行
う

「
会
派
代
表
質
問
」
と
、
委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

中
学
新
校
へ
の
課
題
と

進
め
方
は

答　
開
校
は
再
編
準
備
委
、

課
題
は
校
務
等
調
整
委
で
対
応

問　
中
学
校
は
、
令
和
５
年
度
を
目
途

に
開
校
を
設
定
し
た
。
喫
緊
の
課
題
は
。

答　
一
中
は
来
年
度
、
全
学
年
が
２
学

級
と
な
り
、
特
別
支
援
学
級
も
１
学
級
減

と
な
る
。
配
置
教
員
が
最
大
４
名
減
る
。

少
人
数
指
導
が
困
難
に
な
る
。
教
職
員
の

安
心
な
除
雪
体
制
の

維
持
は
可
能
か

答　
で
き
る
限
り
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
が
な
い
よ
う
取
り
組
む

問　
除
雪
業
務
の
人
材
確
保
の
為
、
飯

山
市
で
行
う「
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
雇
用

支
援
事
業
補
助
金
」を
導
入
で
き
な
い
か
。

答　
除
雪
事
業
者
か
ら
意
見
等
を
伺
い

当
市
に
適
し
た
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
除
雪
を
巡
る
環
境
変
化
に
対
応
す

国
際
芸
術
際
中
止
の

判
断
基
準
は

答　
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た

時
と
圏
域
が
医
療
逼
迫
し
た
場
合

問　
現
在
全
県
警
戒
レ
ベ
ル
５
、
医
療

非
常
事
態
宣
言
の
中
で
も
開
催
す
る
の
か
。

答　
警
戒
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、
実
際

の
医
療
逼
迫
や
感
染
拡
大
状
況
を
考
察
。

問　
特
別
部
会
で
の
医
師
は
感
染
警
戒

レ
ベ
ル
３
で
中
止
す
べ
き
と
の
厳
し
い
見

大
町
市
の
土
地
や
施
設

用
地
の
所
有
権
が
無
い

答　
権
利
関
係
を
調
査
整
理
し

確
定
す
る
よ
う
指
示
す
る

大
町
市
の
水
道
用
地
が
、
い
つ
の
間
に
か

発
電
事
業
者
の
所
有
に

問　
平
・
海
ノ
口
・
崩
沢
地
区
の
太
陽

光
発
電
事
業
計
画
を
見
る
と
、
登
記
さ
れ

た
大
町
市
の
市
有
地（
３
筆
、
約
７
０
４

㎡
）の
地
上
権
を
、
な
ぜ
か
発
電
事
業
者

分
担
業
務
の
増
加
で
、
部
活
動
等
に
支
障

が
生
じ
る
。
生
徒
指
導
上
の
問
題
も
出
て

き
て
い
る
。
今
年
７
月
、
両
校
で
検
討
し

令
和
５
年
４
月
の
新
校
開
校
が
必
要
で
あ

り
、
可
能
で
あ
る
と
結
論
が
出
て
い
る
。

問　
教
職
員
や
保
護
者
の
負
担
を
懸
念

す
る
声
が
あ
る
が
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　
通
常
の
学
校
業
務
に
加
え
、
再
編

業
務
が
増
加
す
る
が
，
校
務
等
調
整
委
員

会
を
設
け
進
め
る
。
県
教
委
に
再
編
事
務

の
担
当
教
員
の
配
置
を
求
め
、
市
教
委
事

務
局
の
支
援
に
よ
り
、
業
務
の
軽
減
を
図

る
。
保
護
者
へ
は
、
早
期
に
説
明
会
等
で

理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
。

問　
新
校
開
校
に
向
け
た
進
め
方
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
る
か
。
名
称
は
。

答　
校
名
を
は
じ
め
、
教
育
活
動
全
般

を
検
討
す
る
学
校
再
編
準
備
委
員
会
と
、

教
育
課
程
等
調
整
を
す
る
校
務
等
調
整
委

員
会
を
９
月
中
に
設
置
し
、「
学
校
再
編

基
本
計
画
」に
基
づ
き
検
討
に
着
手
す
る
。

本
年
度
中
に
、
保
護
者
や
市
民
に
説
明
す

る
機
会
を
設
け
た
い
。
校
名
は
、
10
月
か

ら
公
募
し
、
来
年
３
月
に
制
定
す
る
方
針

で
あ
る
。
並
行
し
て
校
歌
や
校
章
、
制
服

等
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
。

 

そ
の
他 　
令
和
２
年
度
決
算
に
つ
い
て
、

母
子
通
園
施
設
あ
ゆ
み
園
の
在
り
方
、
大

町
総
合
病
院
の
安
定
し
た
経
営
に
つ
い
て

質
し
た
。

る
為
、
新
潟
県
十
日
町
市
で
行
う「
除
雪

基
本
料
金
支
払
い
制
度
」を
導
入
し
て
は
。

答　
除
雪
単
価
や
基
本
料
金
の
設
定
等
、

発
注
者
・
受
注
者
の
相
互
理
解
が
必
要
。

事
業
者
と
意
見
交
換
を
行
い
検
討
す
る
。

問　
今
後
、
除
雪
路
線
を
減
ら
す
の
か
。

答　
気
象
状
況
や
交
通
量
、
除
雪
業
務

の
課
題
を
踏
ま
え
見
直
し
の
必
要
が
あ
る
。

問　
今
後
、
除
雪
路
線
が
減
る
こ
と
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

答　
除
雪
に
は
、
多
額
の
予
算
と
マ
ン

パ
ワ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、
両
立
を
図
る
こ
と
は
今
後
極
め

て
困
難
な
状
況
に
な
る
。
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
除
雪
路
線
の
適

切
な
選
択
と
集
中
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
最
大
限
の
努
力
は
行
う
。

問　
「
出
動
基
準
」の
見
直
し
は
。

答　
「
除
雪
計
画
」に
つ
い
て
は
、
積
雪

深
に
限
ら
ず
、
様
々
な
状
況
を
想
定
し
柔

軟
な
見
直
し
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

問　
人
口
減
少
と
急
速
な
高
齢
化
で
、

除
雪
の
担
い
手
が
減
る
。
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

答　
除
雪
は
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し
に

不
可
欠
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
、
そ
の
水
準

を
維
持
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
立
地

適
正
化
計
画
に
よ
る
居
住
区
域
の
集
約
や
、

除
雪
路
線
の
選
択
と
集
中
な
ど
、
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
な
い
取
組
み
を
進
め
る
。

解
。
専
門
家
の
意
見
を
無
視
す
る
の
か
。

答　
医
師
会
の「
警
戒
レ
ベ
ル
３
以
上

で
中
止
が
望
ま
し
い
」と
の
意
見
は
、
大

町
病
院
の
医
療
が
逼
迫
し
な
い
前
提
で
の

発
言
で
あ
る
。

問　
市
長
は
芸
術
祭
を
強
行
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
市
民
の「
健
康
と
安
全
」を
考

慮
し
て
一
刻
も
早
い
中
止
を
。

答　
開
催
を
強
行
す
る
訳
で
は
な
い
。

安
全
対
策
を
万
全
に
し
て
検
討
す
る
。

問　
医
療
体
制
は
逼
迫
し
て
い
る
か
。

答　
圏
域
は
県
下
の
中
で
も
感
染
拡
大

が
一
番
多
い
状
況
に
あ
り
、
感
染
症
病
床

20
床
に
拡
大
し
対
応
し
て
い
る
。

問　
デ
ル
タ
株
の
感
染
が
広
が
り
ワ
ク

チ
ン
が
打
て
な
い
12
歳
未
満
の
子
供
の
感

染
対
策
が
心
配
さ
れ
る
。

答　
マ
ス
ク
の
着
用
、
う
が
い
、
手
洗

い
等
の
基
本
的
な
感
染
対
策
が
重
要
。

問　
子
ど
も
と
教
員
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

実
施
で
感
染
拡
大
を
防
ぐ
べ
き
だ
。

答　
検
査
体
制
か
ら
見
て
も
困
難
。

問　
保
育
園
、
小
中
学
校
の
施
設
に
水

道
蛇
口
の
自
動
化
の
設
置
は
ど
う
か
。

答　
公
共
施
設
全
体
に
対
応
す
る
。

問　
空
気
感
染
防
止
は
換
気
が
重
要
だ
。

換
気
付
き
エ
ア
コ
ン
導
入
と
換
気
測
定
の

Ｃ
Ｏ
２
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
は
。

答　
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

が
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
ど

う
し
て
起
っ
て
い
る
の
か
。
調
査
・
確
認

を
し
て
き
て
い
る
の
か
、
説
明
を
。

答　
大
町
市
、
発
電
事
業
者
、
地
権
者

と
発
電
事
業
者
が
委
託
し
た
土
地
家
屋
調

査
士
が
立
ち
合
い
を
し
、
土
地
の
確
認
は

明
確
に
で
き
て
い
る
。

問　
登
記
さ
れ
て
い
る
市
の
土
地
の
大

半
は
地
上
権
を
持
つ
発
電
事
業
者
の
所
有

だ
。
精
査
し
て
問
題
な
い
と
答
弁
し
た
。

撤
回
し
た
う
え
で
、
直
ち
に
必
要
な
手
を

打
つ
と
と
も
に
検
証
の
必
要
が
あ
る
。

答　
（
市
長
）経
過
は
承
知
し
て
い
る
が
、

詳
細
な
情
報
は
な
い
。
確
認
お
ろ
そ
か
な

ら
確
認
し
、
経
過
を
検
証
す
る
。

（
部
長
）市
と
事
業
者
は
、
土
地
家
屋
調
査

士
を
挟
ん
で
確
認
し
て
い
る
。
指
摘
を
受

け
、
再
度
確
認
す
る
。

　
配
水
池
等
が
建
設
さ
れ
て
い
る
土
地
は

市
の
土
地
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
な
い
。

問　
発
電
事
業
者
の
図
面
で
は
、
２
筆

に
分
筆
登
記
さ
れ
た
よ
う
に
あ
る
が
登
記

さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
町
市
に
は
何
の
権
利

も
な
い
状
態
だ
。
登
記
簿
の
確
認
は
し
て

い
る
の
か
。

答　
（
市
長
）水
道
用
地
か
承
知
し
な
い
。

報
告
な
い
が
確
定
の
指
示
を
だ
す
。

（
部
長
）登
記
簿
は
確
認
し
て
い
な
い
。

問　
解
決
無
し
に
事
業
は
進
め
る
な
。

答　
地
下
使
用
権
確
保
の
事
例
が
な
い
。

政
友
ク
ラ
ブ
　
岡お
か

　
秀ひ
で

子こ

が
問
う

創
生
み
ら
い
　
降ふ
り

旗は
た

　
達た
つ

也や

が
問
う

日
本
共
産
党

大
町
市
議
団
　
平ひ
ら
ば
や
し林

　
英え
い
市い
ち
が
問
う

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
大お
お

和わ

　
幸よ
し

久ひ
さ

が
問
う

来年度全学年が２学級となる第一中
学校。教育環境の質が懸念される

人口減少・高齢化はまったなし！
実効性のある除雪計画を今すぐに！

常時室内を清浄な空気の維持コント
ロールが測定できる装置

集落の上部が事業予定地、豊かな自
然や景観は市民共有の財産でもある

今
後
１
年
半
で
新
校
開
校

と
な
る
。
準
備
は
万
全
か

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に

市
民
の
安
全
を
考
え
る
と

強
行
は
理
解
で
き
な
い

強
引
な
太
陽
光
発
電
推
進

の
裏
に
は
多
く
の
問
題
が
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一
般
質
問

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

両
本
部
体
制
は
万
全
か

答　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強

化
を
年
内
に
行
う

問　
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
本
部
と
ワ
ク

チ
ン
接
種
実
施
本
部
は
市
役
所
内
に
設
置

し
、
両
事
務
局
を
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
た
が
、
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

答　
対
策
本
部
と
事
務
局
の
場
所
が
離

れ
て
い
た
こ
と
で
、
速
や
か
な
意
思
決
定

や
連
絡
調
整
な
ど
に
影
響
が
出
た
。

誤
っ
た
ネ
ッ
ト
情
報
で

若
者
が
接
種
に
消
極
的

答　
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
な
ど

正
し
い
情
報
提
供
に
努
め
る

問　
若
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
低
さ

が
課
題
だ
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
ネ
ッ
ト
か
ら
の

誤
っ
た
情
報
の
影
響
が
大
き
い
。
若
者
の

接
種
率
向
上
へ
の
市
の
取
り
組
み
は
。

答　
若
者
が
安
心
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
県
な
ど
と
連
携
し

19
年
後
大
町
市
の
人
口

は
約
一
万
八
千
人
だ

答　
市
と
市
民
が
一
体
と
な
り

移
住
施
策
を
推
進
す
る

問　
後
期
総
合
計
画
は
市
民
を
導
く
羅

針
盤
で
あ
り
、
人
口
、
観
光
問
題
な
ど
で

崖
っ
ぷ
ち
に
あ
る
。
市
民
の
思
い
を
吸
い

上
げ
、
職
員
の
総
力
で
計
画
し
て
、
分
か

り
易
い
冊
子
を
作
成
す
べ
き
だ
。

答　
後
期
総
合
計
画
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

市
民
の
望
み
を
後
期
計

画
に
ど
う
反
映
す
る
か

答　
市
民
参
画
に
よ
る
後
期

基
本
計
画
の
策
定
に
努
め
る

総
合
計
画
、
後
期
計
画
の
策
定
は

問　
市
民
意
識
調
査
で
市
民
が
期
待
す

る
将
来
の
姿
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
も

の
は
何
か
。

答　
保
健
・
医
療
・
子
育
て
が
充
実
し

た「
健
康
福
祉
都
市
」が
最
も
高
い
。
続
い

問　
速
や
か
な
意
思
決
定
が
で
き
な

か
っ
た
の
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
管
理
者

を
配
置
し
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

答　
現
在
、
事
務
改
善
研
究
委
員
会
で

組
織
体
制
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
、
両
対
策
本
部

の
事
務
局
を
担
当
さ
せ
た
が
、
情
報
伝
達

の
流
れ
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

答　
情
報
伝
達
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。

問　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
、
通
常

業
務
を
行
い
な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
等

で
業
務
量
は
増
大
し
て
い
た
は
ず
だ
。
超

過
勤
務
の
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。　

答　
令
和
２
年
度
で
は
産
業
医
の
面
談

を
受
け
た
職
員
が
１
名
、
３
年
度
で
は
１

か
月
に
百
時
間
以
上
が
６
名
い
た
。

問　
保
健
セ
ン
タ
ー
職
員
の
長
時
間
労

働
の
現
状
を
知
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
。

答　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
準
備
が
始
ま
っ

た
今
年
の
１
月
頃
で
あ
る
。

問　
残
業
を
減
ら
す
た
め
の
応
援
体
制

が
で
き
た
の
は
７
月
だ
。
な
ぜ
も
っ
と
早

く
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答　
タ
イ
ム
リ
ー
な
応
援
体
制
は
困
難

で
あ
っ
た
。

問　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
組
織
体
制
強
化

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
年
内
に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
管

理
職
を
配
置
す
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
や
副
反
応
に
つ
い

て
正
確
な
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。

問　
接
種
対
象
で
は
な
い
子
ど
も
達
を

守
る
た
め
に
も
、
保
育
園
・
子
ど
も
園
・

学
校
の
先
生
や
職
員
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

急
が
れ
る
。
接
種
状
況
は
。

答　
市
内
の
保
育
施
設
の
従
事
者
は
、

９
月
中
旬
に
は
２
回
目
の
接
種
が
す
べ
て

完
了
す
る
。
私
立
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い

て
は
、
希
望
者
の
接
種
を
迅
速
に
進
め
て

い
る
。
市
内
の
小
中
学
校
の
教
職
員
に
つ

い
て
は
、
８
月
末
現
在
、
95
％
に
当
た
る

２
４
５
人
の
接
種
が
完
了
し
て
い
る
。

市
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て

問　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
足
し
た
。
今
後

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が
デ
ジ
タ

ル
化
の
鍵
と
な
る
。
市
に
お
け
る
カ
ー
ド

の
交
付
状
況
は
。

答　
７
月
末
現
在
で
の
申
請
件
数
は
１

０
１
２
０
件
、
申
請
率
は
37
％
、
う
ち
交

付
件
数
は
８
７
３
２
件
で
、
交
付
率
は

32
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
不
足
す
る
。
市

独
自
に
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
と
雇
用
の
場

の
創
出
に
取
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
現
在
、
市
は
塩
尻
市
振
興
公
社
よ

り
テ
レ
ワ
ー
ク
業
務
を
受
注
し
雇
用
の
創

出
を
図
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
拡
充
に
つ

い
て
振
興
公
社
と
話
を
進
め
て
い
る
。

ナ
や
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
事
業
の
選

択
と
集
中
で
分
野
横
断
的
に
取
り
組
む
も

の
を
重
点
施
策
と
し
て
い
く
。
幅
広
く
市

民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
市
の
将
来
を
見
据

え
策
定
す
る
。
計
画
は
市
民
が
読
み
や
す

い
冊
子
に
工
夫
し
て
お
配
り
す
る
。

問　
人
口
維
持
施
策
は
ど
こ
に
重
点
を

置
き
展
開
す
る
か
。

答　
仕
事
の
創
出
、
交
流
人
口
、
関
係

人
口
増
加
、
観
光
へ
の
取
り
組
み
で
移
住

定
住
に
繋
げ
る
。
黒
部
ダ
ム
観
光
が
市
内

の
滞
在
観
光
に
繋
が
っ
て
い
な
い
。
市
内

観
光
の
魅
力
度
開
発
に
民
間
、
市
民
と
連

携
を
深
め
取
り
組
み
移
住
定
住
に
繋
げ
る
。

　
東
山
・
仁
科
三
湖
ゾ
ー
ン
観
光
は
、
事

業
者
が
主
体
に
振
興
計
画
の
動
き
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

問　
長
年
の
懸
案
だ
っ
た
観
光
協
会
の

法
人
化
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
れ
を
機
に
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぐ
観

光
都
市
の
再
構
築
を
大
い
に
期
待
す
る
。

人
材
や
予
算
、
会
員
の
増
加
問
題
な
ど
重

要
課
題
に
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

答　
法
人
化
は
観
光
基
盤
や
競
争
力
強

化
、
信
用
力
な
ど
役
割
は
大
き
い
。
仕
事

も
多
岐
に
渡
る
。
専
任
職
員
な
ど
即
戦
力

な
人
材
を
確
保
し
て
組
織
強
化
を
図
る
。

予
算
で
は
、
旅
行
商
品
の
販
売
な
ど
収
益

事
業
で
財
源
確
保
な
ど
考
え
る
。
法
人
化

の
先
進
事
例
を
運
営
の
参
考
に
し
た
い
。

て
自
然
環
境
の
保
全
を
大
切
に
す
る「
自

然
環
境
都
市
」、
さ
ら
に
観
光
の
発
展
を

産
業
の
中
心
と
す
る「
観
光
都
市
」の
順
で

あ
る
。

問　
こ
の
市
民
が
期
待
す
る
と
こ
ろ
の

将
来
像
を
後
期
計
画
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
せ
る
の
か
。

答　
市
民
の
皆
さ
ま
が
望
ん
で
い
る
将

来
の
姿
、「
健
康
福
祉
」、「
環
境
保
全
」、「
観

光
振
興
」の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
総

合
計
画
審
議
会
の
意
見
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
な
ど
に
よ
り
幅
広
く
市
民
の
意
見

等
を
取
り
入
れ
、
市
民
の
参
画
に
よ
る
後

期
基
本
計
画
の
策
定
に
努
め
る
。

問　
市
民
が
生
活
基
盤
の
整
備
で
特
に

望
ん
で
い
る
こ
と
は
何
か
。

答　
市
民
意
識
調
査
で
は
、「
中
心
市

街
地
の
活
性
化
」が
最
も
高
く
、
続
い
て

「
高
速
道
路
や
国
・
県
道
等
の
道
路
網
整

備
」、「
美
し
い
景
観
づ
く
り
や
街
並
み
の

整
備
」と
な
っ
て
い
る
。

問　
市
民
が
期
待
す
る
道
路
網
整
備

（
松
糸
道
路
）を
ど
の
よ
う
に
実
行
し
て
い

く
の
か
市
長
に
問
う
。

答　
こ
の
道
路
の
整
備
に
は
、
現
在
の

生
活
環
境
や
自
然
へ
の
影
響
を
心
配
す
る

声
も
あ
る
。
市
民
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
す
る
。

市
民
ク
ラ
ブ
　
中な
か
牧ま
き

　
盛も
り
登と

が
問
う

太お
お

田た

　
昭し
ょ
う
じ司

が
問
う

神じ
ん
社じ
ゃ

　
正ま
さ
幸ゆ
き
が
問
う

政
友
ク
ラ
ブ
　
山や
ま

本も
と

み
ゆ
き
が
問
う

ワクチン接種コールセンターの
「バタバタ」な様子

まだワクチン接種の対象ではない子
ども達を守る取組が急がれる。

大町市は、自然を生かした魅力づく
りに挑戦すべきだ

大町市の将来をつくるには市民の意
見をしっかりと聞くことだ

非
常
事
と
は
思
え
な
い

答
弁
で
は
な
い
か

コ
ロ
ナ
へ
の
注
意
喚
起
の

徹
底
と
強
力
な
広
報
を
！

大
町
市
の
知
名
度
を
上
げ

る
逆
転
の
発
想
が
必
要
だ

健
康
福
祉
、
自
然
環
境
、

観
光
都
市
を
市
民
は
望
む
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

着
地
型
観
光
推
進
に

向
け
た
課
題
は
何
か

答　
事
業
者
間
の
連
携
強
化
と

観
光
サ
イ
ト
の
充
実

問　
観
光
客
減
少
に
伴
う
周
辺
産
業
へ

の
影
響
は

答　
観
光
業
は
総
合
産
業
で
あ
り
、
飲

食
業
、
運
輸
業
、
農
業
、
清
掃
業
、
燃
料

小
売
業
な
ど
広
範
な
分
野
に
お
い
て
大
き

な
影
響
が
及
ん
で
い
る
。

景
観
統
一
の
た
め
※
３

景
観

行
政
団
体
へ
の
移
行
は

答　
計
画
策
定
に
時
間
が
必
要

だ
が
前
向
き
に
検
討
す
る

問　
立
地
適
正
化
計
画
に
医
療
従
事
者

や
専
門
家
の
声
を
反
映
で
き
な
い
か
。

答　
大
北
医
師
会
等
に
意
見
を
頂
く
。

問　
市
内
医
療
体
制
の
充
実
の
た
め
、

保
健
師
等
を
優
先
的
に
採
用
で
き
な
い
か
。

答　
人
材
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
有

コ
メ
の
大
暴
落

稲
作
は
ど
う
な
る
！

答　
生
産
者
の
意
見
や
要
望
を

十
分
聞
き
対
応
す
る

問　
困
窮
し
て
い
る
農
業
者
へ
の
支
援

策
は
あ
る
の
か
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
米
の
需
要
量
は
大
き
く
減
少
し
、

民
間
の
在
庫
量
は
大
き
く
増
加
し
た
。
本

年
度
産
の
米
の
概
算
金
は
昨
年
よ
り
大
き

児
童
生
徒
を

最
優
先
に
し
た
再
編
を

答　
子
ど
も
た
ち
が
不
利
益
を

被
ら
な
い
よ
う
進
め
る

問　
再
編
で
新
校
舎
と
な
る
予
定
の
仁

科
台
中
学
校
教
職
員
か
ら
、
①
理
科
室
の

不
足
②
特
別
支
援
学
級
の
教
室
確
保
が
困

難
③
体
育
の
授
業
が
重
複
す
る
と
の
課
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
対
応
は

答　
理
科
は
空
き
教
室
の
活
用
。
特
別

問　
「
水
の
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
観
光

へ
、
ど
の
よ
う
に
活
か
す
の
か
。

答　
水
資
源
に
関
連
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
体
験
ツ
ア
ー
や

教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
た
学
習
旅

行
の
誘
致
を
計
画
し
て
い
る
。

問　
「
み
ず
の
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
お

け
る
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
は
。

答　
広
範
な
分
野
で
連
携
で
き
る
な
ら
、

協
働
し
て
事
業
効
果
の
向
上
拡
大
を
図
る
。

問　
市
内
観
光
施
設
は
観
光
客
に
と
っ

て
使
い
や
す
い
か
、
関
係
各
課
で
連
携
は

と
れ
て
い
る
か
。

答　
案
内
看
板
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

活
用
し
た
案
内
誘
導
、
使
い
や
す
い
施
設

と
な
る
よ
う
十
分
な
管
理
を
行
う
。
ま
た
、

河
川
管
理
者
で
あ
る
県
や
、
関
係
事
業
者

と
も
連
携
し
安
全
確
保
向
上
に
努
め
る
。

問　
熊
出
没
情
報
が
観
光
客
に
わ
か
り

難
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
位
置
情
報

を
加
え
て
提
供
で
き
な
い
か
。

答　
現
行
の
体
制
で
は
困
難
で
あ
る
。

放
送
内
容
で
工
夫
す
る
。

問　
観
光
客
に
対
す
る
市
民
の
お
も
て

な
し
意
識
醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答　
観
光
客
の
受
け
入
れ
に
不
安
を
持

つ
市
民
も
い
る
が
、
観
光
地
と
し
て
観
光

客
を
迎
え
る
環
境
づ
く
り
は
重
要
。
今
後

も
様
々
な
機
会
を
通
し
て
、
市
民
の
意
識

醸
成
を
推
進
す
る
。

資
格
の
退
職
者
に
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
と
し
て
残
っ
て
頂
く
な
ど
工
夫
す
る
。

問　
市
内
の
緑
の
維
持
に
は
市
民
団
体

の
努
力
が
あ
る
。
緑
の
計
画
へ
現
場
の
意

見
を
聞
く
べ
き
で
は
。

答　
重
要
な
提
案
で
あ
る
。
団
体
と
の

交
流
を
深
め
意
見
を
聴
取
し
て
い
き
た
い
。

問　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
の
た
め
に

も
、
街
か
ら
仁
科
三
湖
等
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
強
化
で
き
な
い
か
。

答　
観
光
事
業
へ
の
効
果
と
あ
わ
せ
、

公
共
交
通
の
あ
り
方
を
考
え
た
い
。

問　
市
民
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

見
れ
ば“
市
民
の
た
め
の“
湖
畔
公
園
の
整

備
こ
そ
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
整
備

は
現
状
で
は
不
足
し
て
い
る
と
考
え
て
お

り
、
検
討
し
て
い
く
。

問　
木
崎
湖
・
崩
沢
地
区
で
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
建
設
に
住
民
の
懸
念
を
聞
い
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
問
題
を
起
こ
さ
な
い
た

め
、「
再
エ
ネ
施
設
促
進
区
域
」の
策
定
で

地
区
誘
導
を
図
る
べ
き
で
は
。

答　
策
定
は
地
方
自
治
体
の
努
力
義
務

だ
。
国
や
県
の
動
向
も
注
視
し
て
い
く
。

く
下
落
し
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
も
国
、

県
等
の
支
援
策
な
ど
を
注
視
し
つ
つ
、
必

要
に
応
じ
、
効
果
的
な
支
援
を
検
討
す
る
。

問　
※
１
ナ
ラ
シ
対
策
と
収
入
保
険
の

加
入
状
況
は
。

答　
ナ
ラ
シ
対
策
は
、
令
和
２
年
度
実

績
で
50
件
、
本
年
度
の
申
請
で
は
38
件
と

減
少
し
て
い
る
が
、
収
入
保
険
は
令
和
２

年
度
に
２
件
、
本
年
度
に
は
徐
々
に
加
入

者
が
増
加
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
農
産
物

の
価
格
の
低
下
な
ど
を
補
填
す
る
有
効
な

制
度
で
あ
る
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
対
策
は

問　
農
業
者
の
所
得
の
上
が
る
有
効
な

施
策
は
。

答　
農
業
を
需
要
拡
大
が
期
待
さ
れ
る

作
物
刷
新（
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）す
る
た
め

の
支
援「
水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」の

活
用
と
地
域
に
適
し
た
高
収
作
物
な
ど
を

模
索
し
、
米
作
り
と
組
み
合
わ
せ
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
生
産
者
の
意

向
と
取
り
組
む
熱
意
が
前
提
と
な
り
、
生

産
者
の
意
見
や
要
望
を
十
分
聞
き
、
推
進

し
た
い
。

　
ま
た
、
※
２「
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
制
度
」を
活
用
し
、
安
定
的
な
雇
用
や

一
定
の
給
与
水
準
を
確
保
し
て
い
く
。

支
援
は
、
可
動
式
の
間
仕
切
り
で
対
応
。

体
育
は
、
武
道
場
等
の
活
用
で
対
応
可
能
。

問　
コ
ロ
ナ
下
で
、
心
の
健
康
を
損
な

う
生
徒
が
増
加
し
、
養
護
職
員
の
負
担
が

増
加
し
て
い
る
。
ま
た
感
染
症
対
策
に
必

要
な
、
水
道
蛇
口
が
足
り
な
い
。
対
応
は
。

答　
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
や

養
護
教
諭
の
代
替
制
度
を
活
用
す
る
。
手

洗
い
場
の
新
設
・
増
設
は
検
討
す
る
。

問　
保
護
者
か
ら
は「
決
ま
っ
て
か
ら

で
は
な
く
、
途
中
経
過
も
含
め
て
周
知
し

て
く
れ
」と
の
こ
と
。
今
後
の
対
応
は

答　
再
編
準
備
会
の
審
議
に
併
せ
て
、

保
護
者
・
住
民
説
明
会
で
意
見
聴
取
す
る
。

問　
市
民
説
明
会
等
で
も
、
後
１
年
半

で
本
当
に
で
き
る
の
か
と
の
意
見
が
多
数

あ
り
。
再
編
日
程
は
、
令
和
５
年
あ
り
き

で
は
な
く
、
保
護
者
や
教
職
員
の
意
見
を

聞
い
て
再
検
討
す
べ
き
。

答　
不
測
の
事
態
が
な
い
限
り
計
画
ど

お
り
進
め
る

ア
ニ
マ
ル
マ
ッ
プ
基
地
局
の
増
設
を

問　
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
中
の
、「
ア

ニ
マ
ル
マ
ッ
プ
」基
地
局
が
１
局
で
は
、

発
信
器
情
報
を
取
得
で
き
な
い
地
域
が
あ

る
、
基
地
局
の
増
設
を
で
き
な
い
か
。

答　
固
定
局
は
難
し
い
が
、
移
動
可
能

な
基
地
局
の
開
発
が
進
ん
で
お
り
、
開
発

状
況
を
見
極
め
て
検
討
す
る
。

創
生
み
ら
い
　
傳で
ん
刀ど
う

　
健た
け
し

が
問
う

政
友
ク
ラ
ブ
　
中な
か

村む
ら

　
直な
お

人と

が
問
う

政
友
ク
ラ
ブ
　
一い
っ
本ぽ
ん
木ぎ

秀ひ
で
章あ
き
が
問
う

日
本
共
産
党

大
町
市
議
団
　
宮み
や

田た

　
一か
ず

男お

が
問
う

着地型観光の充実には地元資源の
掘出しと市民の意識醸成が必要

就農希望やアウトドア好きの若年層
は、自然景観を重視する傾向

晴天の中順調にすすむ稲刈り、
出荷後は試練の年が待っている

学校再編は、生徒ファーストで

コ
ロ
ナ
禍
、
観
光
業
の

重
要
性
を
再
認
識
す
べ
き

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
街
づ

く
り
に
新
た
な
視
点
を

コ
ロ
ナ
禍
、
困
窮
し
て
く

る
農
業
者
へ
の
支
援
は

保
護
者
や
教
職
員
の
危
惧

に
、
真
摯
な
対
応
を

　　　　　
※１ナラシ対策…正式名称は米・畑作物の収入減少影響緩和交付
※２地域づくり事業協同組合制度…人口減少地域で、農林水産業などの担い手確保のため特定地域づくり事業*を行う
　　　　　　　　　　　　　　　　事業協同組合に対し財政・制度的な支援を行う。

　　　　　
※３景観行政団体…景観法により定義される景観行政を司る行政機構。基本的に都道府県がその役割を負う
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一
般
質
問

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
行
政

側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
お
よ
そ
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
、
事
務
事
業
評
価
報
告

猿
害
対
策
の

更
な
る
強
化
を

答　
猟
友
会
と
も
連
携
し
、

対
策
を
推
進
す
る

問　
年
間
の
猿
捕
獲
計
画
数
は
い
く
つ

か
。
又
現
時
点
で
の
捕
獲
数
は
。

答　
計
画
数
は
３
０
０
頭
で
あ
る
。
現

時
点
で
２
０
８
頭
を
捕
獲
し
た
。
こ
れ
は

銃
器
と
檻
に
よ
る
捕
獲
数
で
あ
る
。

問　
檻
で
は「
畑
を
荒
ら
し
た
ら
殺
さ

国･

県
で
救
え
な
い
中
小

事
業
者
に
市
独
自
策
を

答　
本
定
例
会
に
追
加
上
程
。

応
援
金
、
支
援
金
で
対
応

問　
市
内
事
業
者
の
現
在
の
状
況
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

答　
観
光
客
の
激
減
や
市
民
の
外
出
自

粛
に
よ
る
会
食
や
飲
食
の
機
会
の
減
少
に

加
え
、
コ
ロ
ナ
終
息
の
見
通
し
が
つ
か
ず
、

経
営
的
に
も
精
神
的
に
も
疲
弊
し
、
厳
し

れ
る
」と
い
っ
た
学
習
は
で
き
な
い
。

答　
個
体
数
調
整
に
は
効
果
的
と
考
え

る
。
様
々
な
対
策
を
交
え
て
、
さ
ら
に
有

効
な
対
策
を
模
索
す
る
。

問　
山
や
林
地
の
近
い
場
所
で
は
、
猿

出
没
に
困
り
果
て
た
農
家
が
増
え
て
い
る
。

答　
猟
友
会
と
の
連
携
を
強
め
、
対
策

を
進
め
る
。

問　
熊
の
出
没
情
報
が
市
内
全
域
に
わ

た
る
。
被
害
の
未
然
防
止
策
は
。

答　
職
員
に
よ
る
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
る
。
熊
の
出
没
誘
因
を
除
去

し
、
下
草
な
ど
熊
が
隠
れ
や
す
い
環
境
の

整
備
が
重
要
だ
が
、
ま
だ
出
没
を
完
全
に

抑
制
で
き
て
い
な
い
。

問　
市
内
に
お
け
る
出
没
状
況
の
具
体

的
な
分
析
が
必
要
で
あ
り
、
熊
の
餌
や
出

没
ル
ー
ト
な
ど
研
究
を
重
ね
、
文
章
に
し

て
整
備
・
蓄
積
し　
今
後
に
備
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
出
没
状
況
を
精
査
し
、
状
況
把
握

の
整
備
に
努
め
る
。

問　
観
光
地
で
人
身
事
故
が
起
き
れ
ば
、

コ
ロ
ナ
の
上
に
風
評
被
害
が
重
な
る
。
対

策
は
。

答　
熊
が
侵
入
し
に
く
い
環
境
を
整
備

す
る
。
残
飯
な
ど
の
誘
因
物
を
完
全
密
封

す
る
な
ど
、
関
係
事
業
者
に
呼
び
掛
け
て

ゆ
く
。

い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
受
け
止
め
て
い

る
。
先
行
き
に
対
す
る
不
安
感
を
少
し
で

も
軽
減
し
、
秋
以
降
、
年
末
年
始
に
至
る

間
の
経
営
支
援
策
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

問　
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
に
期
待

す
る
声
に
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
の
か
。

答　
芸
術
祭
は
地
域
を
元
気
に
す
る
た

め
の
契
機
と
し
た
い
と
い
う
切
実
な
思
い

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
芸
術
祭
を
応
援
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
市
民
の
皆
様
の
思
い

に
寄
り
添
い
、
芸
術
祭
の
開
催
が
感
染
拡

大
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
、
停

滞
す
る
市
内
経
済
の
再
生
の
き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
適
切
に
判
断
し
対
応
し
て
い
く
。

問　
国
、
県
の
経
済
政
策
で
は
救
え
な

い
中
小
事
業
者
に
対
す
る
市
独
自
の
支
援

策
や
、
事
業
者
が
よ
り
高
度
な
感
染
対
策

を
講
じ
る
た
め
の
支
援
策
の
予
定
は
。

答　
中
小
事
業
者
向
け
の
市
独
自
の
応

援
金
や
、
店
舗
に
て
感
染
症
対
策
を
強
化

し
て
も
ら
う
際
の
支
援
金
、
特
産
品
の
消

費
回
復
に
向
け
た
支
援
策
に
要
す
る
経
費

を
本
定
例
会
に
追
加
上
程
す
る
。

問　
今
後
の
中
長
期
の
継
続
的
施
策
は
。

答　
事
業
者
の
業
態
転
換
や
起
業
創
業

を
後
押
し
す
る
制
度
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
、
IT
関
連

企
業
の
誘
致
の
促
進
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
の
受
け
皿
づ
く
り
、
※
４
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
、
農
産
物
の
海
外
販
路
の
拡
大

な
ど
検
討
中
。

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
髙た
か
橋は
し

　
正た
だ
し

が
問
う

政
友
ク
ラ
ブ
　
大お
お
竹た
け
真ま

千ち

子こ

が
問
う

一般質問で「検討する」と答弁があった
あの質問。その後の進捗はどうなって
いるのか追跡調査します。

これから、妊娠・出産を希望
する方へも周知し、多くの方が
安心して出産期を迎えられるよ
う継続されたい。

関係人口の創出という視点で
も重要なワーケーション。
今後の動きに期待。

提案がプロジェクトに繋がり嬉
しい。当市の価値を高める取り
組みとされたい。

あの質問は
どうなった？

妊産婦支援はどうなった？
令和2年9月定例会の一般質問

妊産婦の通院に支援が
必要では

大町病院の産科が休止中で、妊産婦の通院負
担や不安が大きい。支援策が必要ではないか。

要望を聞き検討する
妊産婦の要望を聞き、必要支援を検討し、安
心して出産できる環境整備に努める。

ワーケーション受入れを！
令和２年12月定例会の一般質問

コロナ後を見据えた
地域振興策を

アフターコロナの変化する産業構造に向けた
振興策としてワーケーションを軸とした施策
立案を考えているか。

関係者と協議し検討
観光振興策、定住促進策として重要な施策と
認識。宿泊施設、観光事業者と協議の上検討
する。

SDGｓ未来都市の申請を！
令和元年12月定例会の一般質問

さらなる
魅力発信のために

水・自然資源を、当市のブランドや観光・移住
に繋げるため、国の認定する「SDGｓ未来都市」
へ申請を出来ないか。

可能性を模索していく
モデル事業としてどのような取り組みができる
か、庁内横断的に模索していく。

タクシー券交付で
通院負担を支援

妊産婦負担軽減のため、令和３年８月以降に出産
を迎える予定の妊産婦150人を対象に、8000円の
タクシー乗車券４枚を助成することとなった。

参入、受け入れ双方の
ニーズを見極める

ワーケーションを生かした事業形態を取り入れる
声がまだ少ない。企業誘致にも通じるところがあ
るので、新規参入の事業者の動向、ニーズを掴み
つつ検討していきたい。

令和２年７月、
未来都市認定

「水が生まれる信濃おおまち」として申請を行い、
令和２年７月に県内の市町村ではじめての認定。
サントリーや八十二銀行等と協力、産学官民金連
携の取り組みを進めている。

最近では猿が、「檻は危険」との学習
を始めたらしい（大型捕獲檻）

迎える方も行く方も安心して利用す
る為の信州安心のお店認証制度

追跡
リポート

実施済

検討中

実施済

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

猿
害
に
泣
き
寝
入
り
の

農
家
を
救
え

コ
ロ
ナ
第
５
波
で
市
内
事

業
者
の
状
況
は
更
に
逼
迫

　　　　　
※４ワーケーション　ワーク+バケーション。観光地などで、仕事をしながら休暇もとる就業形態
用語解説※
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次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果

令和２年度　
事務事業評価報告
　令和２年度は、166事業から８事業を選定し、事業効果や改善点などについて議論を重ねて
きました。各事業が市民のくらしに真に役立つものとなるよう、意見をまとめ市へ提案します。
以下意見の要旨をお伝えします。

家庭児童相談室事業
子育て中の保護者を対象に子育てに関する相談
を受け、家庭環境の改善を図り、児童の健全育
成を手助けする事業。

　　意見　　
●子どもの命に係わる緊急に対応が必要な相談
ケースが増えている。
●相談しやすい環境整備と相談体制の強化を。
●資格のある相談員の確保など、人員体制の充
実が図れるよう予算の拡充も検討されたい。

■評価 ⇒ 拡充

学校現場
業務改善加速事業
教職員の長時間勤務を解消するため、働き方改
革を行う事業。

　　意見　　
●教職員の負担軽減を図り、児童・生徒に向き
合う環境を整えることが目的。成果が目に見
えるよう努められたい。

■評価 ⇒ 改善継続

介護予防
包括支援事業
高齢者の介護予防と自立した生活に必要な支援を
行う事業。市内３か所の包括支援センターが実施。

　　意見　　
●委託料の費用対効果及び成果を明確にすべき。
●事業継続のため、専門家などの確保に引き続き
努力を。

■評価 ⇒ 改善継続

中心市街地活性化事業
集客施設の集約による都市機能充実、賑わい創出、
空き店舗活用促進などを行う事業。

　　意見　　
●未利用地や空き家の利活用を、民間事業者と
　の情報共有、連携強化により進められたい。
●店舗の後継者やまちづくりの担い手を育成す
　るための取組みを強化されたい。

■評価 ⇒ 改善継続

市民バス運行事業
通勤・通学や買い物などの日常生活を支え、
交通弱者の移動手段確保を目的とする事業。

　　意見　　
●交通弱者の移動手段確保のために無くて
はならない。
●デマンド運行方式はまだ認知度が低い。
周知徹底の努力を。

■評価 ⇒ 改善継続

上原の湯管理費
上原の湯の管理運営する業務。運営は指定
管理者に委託。

　　意見　　
●市民の健康保持・増進が目的の施設。市
民の利用が増えるよう衛生管理の徹底に
取り組まれたい。

■評価 ⇒ 改善継続

環境保全事業
市民と協働して、ＣＯ２排出削減や、不法
投棄の防止、外来植物の駆除など、環境保
全に取り組む事業。

　　意見　　
●他の事業と重複した取り組みが多いので
　事業区分の見直しを検討されたい。
●環境保全推進員の取り組み内容や目標達
成状況を明確に。

■評価 ⇒ 改善継続

コンパクトシティ
形成事業
中心市街地や既存集落の生活拠点を生かした、
まとまりのある集約都市の形成を目指す事業。

　　意見　　
●コンパクトシティ形成により、周辺地域の衰
退も懸念されるため、地域拠点の充実も図り
つつ、市全体の活性化を図られたい。

■評価 ⇒ 改善継続

事務事業評価とは

前年度の決算審査と共に、前年度事業の評価・
検証をするもの。
議会の果たすべき執行機関の監視・評価を具現
化したもので、検証すべき事業を選定し、事業
の必要性や効率性、課題などを議論。４段階で
評価のうえ、提案や意見をつけて市長へ提出する。

評価区分

１ 拡充 予算規模拡充が望ましい

２ 現状のまま
継続

現状どおりが望ましい

３ 改善のうえ
継続

実施方法などを
改善するのが望ましい

４ 見直し 縮小や休止も含め
実施方法見直しが望ましい

デマンドバスを
利用して買い物

手洗いの自動
水洗化を進める
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次
ペ
ー
ジ
は
、
審
査
報
告

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

議
案
第
58
号

陳
情
第
８
号

議
案
第
62
号

議
案
第
64
号

議
事
第
４
号

令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

再
延
期
さ
れ
た
第
２
回
芸
術
祭
中
止
を
求
め
る
陳
情

令
和
２
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

令
和
２
年
度
公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
し

地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

９月定例会最終日討論の内容を要約してお伝えします
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのかなぜ賛成なのか、議員個人
の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行われます。

北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
の

負
担
金
執
行
に
反
対

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
と
い
う
災
害
時

に
、
中
止
の
決
断
を
せ
ず
に
、
延

期
を
繰
り
返
し
、
北
ア
ル
プ
ス
国

際
芸
術
祭
の
負
担
金
を
執
行
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
認
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。（
宮
田　
一
男
）

発
電
用
地
・

確
認
作
業
に
不
備

　
海
ノ
口
・
崩
沢
地
区
太
陽
光
発

電
事
業
計
画
用
地
で
は
、「
関
係
者

と
の
現
地
立
ち
合
い
」の
無
い
事
例

や
、「
本
人
に
成
り
す
ま
し
署
名
」

確
認
の
事
例
が
あ
る
。
こ
の
様
な

事
業
推
進
は
容
認
で
き
な
い

（
大
和　
幸
久
）

感
染
症
対
策
と
、

市
内
経
済
支
援
の

難
し
い
両
立
を
ど
う
図
る
か

観
光
協
会
・
市
内
事
業
者
か
ら
の

開
催
を
求
め
る
声
が
あ
る
。
根
拠

あ
る
基
準
で
の
判
断
が
重
要
。
県

警
戒
レ
ベ
ル
５
、
あ
る
い
は
病
床

逼
迫
時
で
の
中
止
を
堅
持
せ
よ
。

（
中
村　
直
人
）

北
ア
ル
プ
ス
市
民
劇
場
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
マ
ー
に

教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

コ
ロ
ナ
禍
の
今
必
要
な
も
の
こ
そ
、

文
化
芸
術
が
生
み
出
す「
創
造
力
」

で
あ
る
。
創
造
力
と
は
、
ま
さ
に

こ
の
よ
う
な「
困
難
の
時
」に
こ
そ

必
要
で
あ
る
。（
太
田　
昭
司
）

事
業
管
理
者
の
管
理
責
任
が
問
わ
れ
る

海
ノ
口
・
崩
沢
地
区
の
太
陽
光
発
電
事
業
用
地
予
定
地

に
存
在
す
る
崩
沢
・
水
道
施
設
は
公
共
施
設
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
が
民
間
の
所
有
地
と
な
っ
て

お
り
重
大
な
問
題
、
対
応
し
な
い
決
算
に
反
対
す
る
。

（
大
和　
幸
久
）

使
用
料
金
の
二
重
徴
収
解
消
を

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金（
６
年
間
で
２
億
６
０
０
万

円
）は
、
下
水
道
料
金
算
定
の
際
に
、
使
用
料
金
算
定

経
費
か
ら
差
し
引
い
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
が
、

特
別
利
益
と
し
て
計
上
し
、
返
金
し
な
い
決
算
に
反
対

す
る
。（
大
和　
幸
久
）

固
定
資
産
税
減
免
制
度
を
中
止
は

賛
成
で
き
な
い

大
町
温
泉
郷
は
厳
し
い
現
状
で
、
固
定
資
産
税
減
免
は

大
い
に
助
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
今
年
度
限
り
と
す
る

の
は
反
対
。
議
長
会
は
市
民
目
線
で
意
見
書
を
提
出
す

べ
き
だ
。（
平
林　
英
市
）

新
型
コ
ロ
ナ
大
町
再
生
プ
ラ

ン
を
軸
に
、
機
動
的
に
支
援

策
を
実
行

財
政
調
整
基
金
も
元
年
度
に
積
み

立
て
の
上
、
昨
年
度
の
コ
ロ
ナ
対

策
に
財
源
を
投
入
。
広
範
囲
な
支

援
策
に
も
、
財
源
確
保
に
努
め
た

上
で
対
応
し
て
い
た
。
今
後
も
適

時
適
切
な
対
策
に
期
待
。

（
大
竹　
真
千
子
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
決
算

自
主
財
源
等
厳
し
い
中
、
国
・
県

の
補
助
金
、
基
金
、
市
債
等
の
特

定
財
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
幅

広
い
分
野
で
事
業
推
進
を
図
り
、

黒
字
決
算
と
し
た
。
認
定
に
賛
成

す
る
。（
岡　
秀
子
）

「
芸
術
祭
よ
り
、コ
ロ
ナ
対
策
を
」

が
市
民
の
声

コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
は
、
親
戚
や
友

人
と
の
交
流
を
我
慢
す
る
自
粛
生

活
に
あ
り
、
市
民
の
生
活
や
意
識

と
か
け
離
れ
た
北
ア
ル
プ
ス
国
際

芸
術
祭
は
、
一
刻
も
早
い
中
止
の

決
断
を
。（
宮
田　
一
男
）

コ
ロ
ナ
禍
の
芸
術
祭
は

中
止
を

市
長
は
、
人
の
異
動
を
慎
む
よ
う

要
請
し
て
い
る
。
人
流
を
促
し
て

開
催
し
、
市
民
の
安
全
を
無
視
し

た
強
行
は
お
か
し
い
。
芸
術
祭
の

中
止
を
一
刻
も
早
く
決
断
し
て
、

予
算
を
コ
ロ
ナ
対
策
に
ま
わ
せ
。

（
平
林　
英
市
）

提出案件の審議結果
令和３年９月定例会

◇賛否が分かれた案件

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 創生みらい 公明 無

結　
果

宮
田　
一
男

平
林　
英
市

大
和　
幸
久

髙
橋　
　
正

中
牧　
盛
登

大
厩　
富
義

中
村　
直
人

山
本
み
ゆ
き

大
竹
真
千
子

一
本
木
秀
章

岡　
　
秀
子

二
條　
孝
夫

降
旗　
達
也

傳
刀　
　
健

太
田　
昭
司

神
社　
正
幸

議案第52号 大町市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例制定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　
長

〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第58号 令和２年度大町市一般会計歳入歳出決算の認定につい
て ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 認定

議案第62号 令和２年度大町市水道事業会計剰余金の処分及び決算
の認定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 認定

議案第64号 令和２年度大町市公共下水道事業会計剰余金の処分及
び決算の認定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

議案第65号 令和２年度大町市農業集落排水事業会計剰余金の処分
及び決算の認定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

議事第４号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の
充実を求める意見書 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

陳情第８号 再延期された第２回北アルプス国際芸術祭の中止を求
める陳情 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

陳情第９号 学校再編の柔軟多対応を求める陳情 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

陳情第10号 日常の教育活動を優先した学校再編を求める陳情 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

◇全会一致で可決・同意・採択された案件
議案番号等 案件 結果
報告第15号 専決処分の報告について専第23号　令和３年度大町市一般会計補正予算（第５号） 承認
報告第16号 専決処分の報告について専第24号　令和３年度大町市病院事業会計補正予算（第１号） 承認
報告第17号 専決処分の報告について専第25号　令和３年度大町市病院事業会計補正予算（第２号） 承認
報告第18号 専決処分の報告について専第26号　令和３年度大町市一般会計補正予算（第６号） 承認
議案第50号 大町市職員定数条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第51号 大町市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第53号 大町市大町温泉郷森林劇場設置及び管理に関する条例を廃止する条例制定について 原案可決
議案第54号 令和３年度大町市一般会計補正予算（第７号） 原案可決
議案第55号 令和３年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第56号 令和３年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第57号 令和３年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第59号 令和２年度大町市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第60号 令和２年度大町市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第61号 令和２年度大町市公営簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第63号 令和２年度大町市温泉引湯事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認定
議案第66号 令和２年度大町市病院事業会計決算の認定について 認定
議案第67号 令和３年度大町市一般会計補正予算（第８号） 原案可決

討論
沸騰!!議案・陳情の原案に対して「賛成は○」「反対は●」で表示

議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない
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議
案
第
54
号　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

陳
情
第
９
・
10
号　

学
校
再
編
に
対
し
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
求
め
る
陳
情

議
案
第
67
号

一
般
会
計
補
正
予
算

■
結
果
　
賛
成
多
数
で
可
決

■
結
果
　
賛
成
少
数
で
不
採
択

■
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

議案の概要

議案の概要

議案の概要

議案の概要

議案の概要

農
林
水
産
課
課
所
管

民
有
林
の
森
林
管
理
制
度
、

来
年
度
の
本
格
始
動
に
向

け
て
居
谷
里
北
部
約
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
間
伐
、
枝
打

ち
、
注
１
筋
工
を
実
施
す
る
。

■
補
正
額　
４
７
０
万
円

中
学
校
再
編
に
あ
た
っ
て

は
、
教
育
活
動
に
支
障
の

な
い
よ
う
、
生
徒
や
保
護

者
、
教
職
員
の
意
見
を
踏

ま
え
進
め
る
べ
き
で
あ
る

と
の
陳
情
。

新
型
コ
ロ
ナ
影
響
緩
和
策

と
し
て
、
国
の
月
次
支
援

金
、
県
の
特
別
応
援
金
の

対
象
と
な
ら
な
い
事
業
者

へ
、
市
か
ら
応
援
金
を
支

給
す
る
も
の
。

■
補
正
額　
３
，６
０
０
万
円

市
民
課
所
管

わ
っ
ぱ
ら
の
湯
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
指
定
管
理
者
か

ら
の
要
望
に
対
応
す
る
も

の
。

■
補
正
額　
２
３
０
万
円
余

学
校
教
育
課
所
管

コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け
る
衛

生
管
理
と
し
て
市
内
小
中

学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
を

進
め
る
。

■
補
正
額　
２
，９
６
０
万
円

森
林
経
営
管
理
、

居
谷
里
で
モ
デ
ル
事
業

拙
速
な
再
編
で

教
育
活
動
へ
の
影
響
を
懸
念

中
小
・
小
規
模

事
業
者
へ
応
援
金

上
原
の
湯
、

感
染
防
止
対
策
は

小
中
学
校
改
修
工
事
、

再
編
も
見
据
え
て

  

議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ  　
本
会
議
で
議
案
の
提
案
➡
各
常
任
委
員
会
に
付
託

（
審
査
を
任
せ
る
）
➡  

委
員
会
審
査  

➡
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
➡
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
ペ
ー
ジ
は
、
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

委
員
会
審
査

問　
居
谷
里
北
部
を
対
象
と
し
た
理
由

と
効
果
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　
当
該
地
域
の
人
工
林
は
木
が
細
く

倒
木
の
危
険
が
あ
る
。
間
伐
を
行
い
、
伐

採
し
た
樹
木
を
使
用
し
土
砂
が
流
出
し
な

い
よ
う
水
源
涵
養
林
と
し
て
保
水
率
を
上

げ
る
。

注
１　
筋
工　
代
表
的
な
山
腹
緑
化
工
法

委
員
会
審
査

問　
陳
情
に
は
再
編
後
、
教
室
棟
の
不

足
な
ど
教
育
環
境
の
悪
化
を
懸
念
す
る
意

見
が
あ
る
が
事
実
か
。

答　
両
中
学
校
の
教
職
員
と
協
議
し
た

と
こ
ろ
、
教
室
な
ど
の
不
足
に
は
対
応
可

能
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

　
生
徒
の
減
少
に
よ
り
令
和
４
年
度
に
は

第
一
中
学
校
の
教
職
員
が
４
名
減
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
再
編
を
計
画
ど
お
り
進

め
る
こ
と
が
必
要
。

最
終
日
討
論

　
原
案
に
反
対　

中
学
校
の
学
校
再
編
を
急
げ

第
一
中
学
校
は
来
年
度
か
ら
全
学
年
が
二

学
級
と
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
が
急
激

に
進
む
少
子
化
に
対
応
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
整

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
山
本　
み
ゆ
き)

　
原
案
に
賛
成　

新
中
学
校
の
開
校
時
期
は
、

見
直
し
を

コ
ロ
ナ
禍
で
の
両
校
の
職
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

生
徒
会
の
会
議
や
交
流
会
は
、
感
染
拡
大

に
つ
な
が
る
危
惧
が
あ
る
。
開
校
時
期
に

つ
い
て
見
直
し
も
含
め
て
柔
軟
に
対
応
す

る
よ
う
求
め
る
。（
宮
田　
一
男
）

委
員
会
審
査

問　
す
べ
て
の
事
業
者
を
対
象
と
し
て

い
る
が
、
減
収
の
対
象
期
間
が
８
月
ま
た

は
９
月
と
限
定
的
で
あ
り
、
農
家
等
が
対

象
と
な
り
難
い
。
公
平
性
に
欠
け
る
の
で

は
な
い
か
。

答　
対
象
期
間
は
国
お
よ
び
県
の
事
業

と
同
様
に
感
染
拡
大
し
た
第
５
波
の
ピ
ー

ク
時
に
影
響
を
受
け
た
事
業
者
と
し
て
い

る
。
今
回
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
業
種
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
状
況
を
注
視
し
、
影

響
が
あ
れ
ば
対
策
を
考
え
て
い
く
。

委
員
会
審
査

問　
県
外
か
ら
の
来
客
も
多
い
。
感
染

防
止
対
策
が
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
当
初
予
算
に
間
に
合
わ
ず
、
補
正

で
の
対
応
と
な
っ
た
。

問　
補
正
の
内
容
は
。

答　
手
洗
い
の
自
動
水
洗
化
と
空
気
清

浄
機
の
購
入
で
あ
る
。

委
員
会
審
査

問　
仁
科
台
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化

工
事
の
工
期
は
。

答　
授
業
に
支
障
の
な
い
よ
う
休
日
を

中
心
に
工
事
を
進
め
る
。
年
度
内
竣
工
を

見
込
む
。

問　
耐
震
化
対
応
は
。

答　
躯
体
の
耐
震
化
は
済
ん
で
い
る
。

再
編
に
よ
る
校
舎
整
備
と
併
せ
、
給
排
水

管
の
整
備
も
進
め
て
い
き
た
い
。

学習環境の整備を望む

わっぱらの湯、
現在の脱衣所の洗面

議
員
が
質た

だ

し
た
９
月
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
！

常任委員会審査報告主な審査案件の審議内容を掲載します
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あ
と
が
き

　

選
挙
は
行
き
ま
し
た
か
。
選
挙
に

行
っ
て
自
ら
の
意
思
で
一
票
を
投
じ
る

と
い
う
行
動
は
、
課
題
解
決
に
向
け
た

社
会
参
加
意
欲
が
形
に
な
っ
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
誰
か
が『
良
く
』し
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
が『
良
く
』し
た
い
こ
と
の
た
め
に
、

選
挙
の
際
は
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

（
大
竹
） 本会議の

生中継

○開　　会　11月30日（火） 午前10時〜
○一般質問　12月 8日（火） 〜10日（木）
○最 終 日　12月21日（火） 午前10時〜  討論・採決

○傍聴をご希望の方は議会棟 2 階の議会事務局で
　申込書をご記入ください。
○新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
　必ずマスクをご持参ください。

インターネットと市ケーブルテレビで放送しています。
録画・再放送もご覧いただけます。

大町市議会 議会中継

Vol.15

議員が市民のみなさまの声を取材してつくるみ
んなのひろばです。
事務事業評価でも話題となった常盤の東側地区
を運行するデマンドバスの感想を聞きました。

事前予約した人の家を順次まわりながら、目的の停留所ま
で「乗り合いタクシー」方式で運行する市民バスです。帰り
は停留所から自宅まで運行します。
利用できるのは、現在常盤地区のJR大糸線の線路より東側
にお住まいの方です。利用には、事前に利用登録が必要です。

デマンドバスとは

下一の自宅から、クリニック
へ行くのに使っています。
１㎞ほどの道のりですが、
とてもありがたいです。

常盤地区
（80代・女性）

もっぱら通院、買い物に使っています。
デマンドバスは家まで来てくれるの
でとても助かっています。今のまま
利用していきたいです。

常盤地区
（70代・女性）

大町病院など通院に使います。最近免
許の返納をしたので、家まで来てくれ
るバスは本当に助かります。運転手さ
んもとても親切で、便利に使っています。

常盤地区
（80代・男性）

医療機関や金融機関、買い物に行くのにも使っています。歩
行器も一緒に乗せてくれるので助かっていますし、運転手さ
んがとても親切です。
利用できる停留所が、もっと北の方まであるとさらに便利で
すし、短い時間で用を足せるところは終わるまでバスに待っ
ていてもらえたら助かります。
バス停にイスや雨除けを設置して貰えると、
待っている間も快適です。

常盤地区
（80代・女性）

デマンドバス
利用者に聞く

デマンドバス、みなさん便利に使っています

次回12月定例会予定

傍聴にお越しの際は


